
岩⽊憩の家に関する報告

⽇本筋ジストロフィー協会 ⻘森県⽀部 ⽀部⻑
岩⽊憩の家友の会 会 ⻑ 中⼭ 博秀



１．岩⽊憩の家の
施設概要

※ 岩⽊憩の家の案内パンフレット抜粋



岩⽊憩の家の紹介

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7

昭和 平成 令和

宿泊数 41 207 313 240 217 210 179 307 231 279 246 237 221 271 255 264 345 281 239 221 186 216 198 155 133 267 278 298 202 281 254 156 124 146 192 250 375 365 338 312 318 318 341 658 745 718 192 17 34 27 39 32

会員数 240 226 193 200 195 200 205 205 205 235 235 235 235 235 235 235 235 215 215 210 205 205 205 205 205 205 205 218 190 190 190 176 142 181 185 160 160 161 159 157 149 167 163 89 91 83 80 73 70 70 62 62

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

100

200

300

400

500

600

700

800

会
員

数
(⼈

)

宿
泊

数
(⼈

)

岩⽊憩の家 宿泊数と会員数の推移

宿泊数
会員数

平成２９年、⽩樺の会(⻘森病院重
症障害児者親の会)が、団体(100名
分)⼊会を各々の個⼈⼊会に変更し
たことによる会員数の減少

令和２年
以降コロ
ナ禍で宿
泊者激減

⽉極宿泊２名で宿泊数の増加

昭和49年12⽉から⽇本筋ジストロフィー協会の社会訓練施設を、岩⽊憩の家として運⽤
を開始しました。

筋ジスのみならず、国⽴⻘森病院に⼊院・⼊所している患者や家族の休息・宿泊や研
修・集会に、また病院職員やボランテアの集いの場として50年以上利⽤されてきました。

近年、⽼朽化とコロナ禍で利⽤者が減少し、令和8年度で施設の運⽤を終了することに
なりました。

２．岩⽊憩の家の歩みと、宿泊数と会員数推移
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岩⽊憩の家訪問者推移 【昭和49年度(12〜3⽉)〜平成17年度】
会議・集会等
視察・⾒学者
教養研修
教育研修
療養研修
機能訓練
社会訓練
家族訪問者
奉仕者
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家族休憩
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平成１５年９⽉、
岩⽊憩の家に
⻘森県難病連の事
務局を置く

初代理事⻑：下⼭秀範⽒
平成１７年４⽉、岩⽊憩の家
に難病連が県から受託した難
病相談⽀援センターを置く

昭和４９年６⽉、社団法⼈岩⽊憩の家を設⽴
同年１１⽉、岩⽊憩の家訓練センター建設
同年１２⽉から施設運⽤開始

平成

昭和５２年、岩⽊憩の家訓練
センターに会議室を増築

会議・集会。研修・訓練、家族やボ
ランティアの休息、家族や病院職員
の宿泊、等に利⽤された

昭和







124 146 192 250
375 365 338 312 318 318 341

658
745 718

192
17 34 27 39 32

601

326

534
540

493 588 570 659
502 557 491

440
430 428

253

213
307

410 340 336

372

414

431 314 232
218

176

298

289 247
203

182

358
296

227

289
217

315

165

131

174
131 131

100
100

101

126 136

109

24

40
53

31

37 25

31

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7

平成 平成 令和 令和

社団法⼈ 公益社団法⼈ 任意団体

利
⽤

者
数

(⼈
)

岩⽊憩の家利⽤者推移 【平成18年度〜令和7年度(12⽉末時点)】

ボランティア
訪問利⽤者(休憩・相談)

会議室利⽤者
宿泊利⽤者

平成２８年９⽉、難病連事務
局が岩⽊憩の家から浪岡総合
健康福祉センターに移転する

平成18年、理事⻑交代
下⼭秀範⽒→中⼭博秀

令和２年以降、コロナ
禍の影響で利⽤者激減

任意
団体

令和平成

社団法⼈ 公益社団法⼈

平成２６年、社団法⼈岩⽊憩の家
が公益社団法⼈岩⽊憩の家に移⾏

令和６年、公益社団法⼈を解散し、
任意団体「岩⽊憩の家友の会」を新設

平成１４年６⽉、
国⽴療養所岩⽊病
院に筋ジス病棟(現
南病棟)が新築開棟

平成２６年
⻘森病院中
央病棟新築

平成３０年、⻘
森病院外来管理
診療棟新築

平成１４年１２⽉
国⽴療養所岩⽊病院
が統合により国⽴療
養所⻘森病院となる

平成１６年４⽉、国⽴
療養所⻘森病院が独⽴
⾏政法⼈国⽴病院機構
⻘森病院となる

平成２５年、公益社団法⼈への
移⾏あたり、シンポジウム開催

県の補助
⾦打切り







３．岩⽊憩の家の今後の予定と課題

（１）令和８年度をもって施設の運⽤を停⽌
理由：施設及び設備の⽼朽化と利⽤者の減少

（２）運⽤停⽌後の施設は解体することを検討中
課題：解体資⾦の捻出 … 募⾦実施中

（３）岩⽊憩の家が果たしてきた役割の代替案
① 会議・集会、訓練・研修、休憩の場としての役割

⻘森病院や花岡プラザ他、周辺施設を利⽤する
② 宿泊所としての役割

⻘森病院周辺に安価な宿泊施設がなく、
今のところすぐに使える代替案が無い



４．まとめ

（１）⼊院・⼊所者は家族の⾯会を楽しみにしている。
家族の⽅もできるだけ⾯会の機会や時間を多く持ちたいと
思っているが、病院との距離やアクセス環境で地域差が
⽣じるので、病院周辺には安価な宿泊施設が必要である。

（２）医療や療育に関する新しい知識や情報に対して、患者や
家族、関係者が集い研修や訓練できる場や、気軽に
語り合える場は、ネット社会になっても重要である。

（３）岩⽊憩の家は半世紀に亘って、患者や家族、医療や教育、
福祉等の関係者を繋ぎ、⽀え合うことに微⼒ながら尽⼒
してきたが、今後もこれらを新しい形で深化させる
仕組みや施設が整っていくことを期待したい。

意⾒交換のテーマ「地域で⽀える新しい医療と療育」 に
関連して、岩⽊憩の家に係わって感じたこと



https://www.jmda.or.jp/news/news-jmda-2025020701/index.html

※ （⼀社）⽇本筋ジストロフィー協会では
岩⽊憩の家の募⾦活動を⾏っています。
下記URL、もしくは右記QRコードで
ご確認の上ご協⼒をお願い致します

終


